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W75a 「すざく」衛星搭載硬Ｘ線検出器 (HXD/PIN)の軌道上バックグラウンド
の系統的評価
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Ｘ線天文衛星「すざく」に搭載された硬Ｘ線検出器 (HXD)のPIN検出器は 10-50keVのエネルギー領域におい
てこれまでにない感度を持つ．しかし、実際に高感度を達成するためには、バックグラウンドをいかに正しく差
し引くかが鍵を握る．

フラックスが一定と考えられているような天体を選び、光度曲線は一定になること、またスペクトルに時間変
動がみられないことなど確認作業を行ない、公開されたバックグラウンドモデルの精度を検証した．さらに、バッ
クグラウンドレートの数 % から数 10% 程度のフラックスが期待される、AGN などの硬Ｘ線天体の解析を行い、
光度曲線やスペクトルに含まれるバックグラウンド差し引きの系統誤差を個別に評価した．本講演では、これら
の結果とともに、モデル改善の指針を議論する．


